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1 生活コミュニケーション学科こども学専攻非常勤講師  
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   ７月末に行われた文化部会議では、文化部発表会の「自治会用回覧チラシ（案）」が公民
館職員から公表された。新設の 2 つの体験コーナーを加えた内容に「昨年との違いがよく
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力ネットワーク構築事業（学校や地域で子どもの学びを応援する人たちの交流会）北
ブロック交流会、2018 年 1 月 31 日配布資料。 
（3）佐藤学『専門家として教師を育てる－教師教育改革のグランドデザイン』岩波書
店、2015 年、103-104 頁。 
（4）暉峻淑子『対話する社会へ』岩波新書、2017 年、121 頁。                 
413
鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部紀要 
人文科学･社会科学編 第 2 号 2019 
江藤 明美，対話を通じた地域交流のあり方 
（5）藤岡恭子 前掲。 
（6) 佐藤学  前掲。           
（7）佐藤学  前掲、105-106 頁。 
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